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Ⅰ．序論

1492年に続く数十年間はヨーロッパ人が大

航海を展開した時代の幕開けで，植物が地球

の向こう側へ移動するようになった。16世紀

から19世紀までの間，ヨーロッパ人は世界の

ある地域から別の地域へ作物群をもたらし

た。その過程を，歴史家アルフレッドW.クロ

スビー  Al fred W. Crosby が  Columbian 

Exchange（コロンブス交流）と呼んだこと

はよく知られている訳注）。クロスビーはその

著『生態学的帝国主義』のなかで，植民地の

行政官，科学者，植物園のような機関の従事

者とは異なる普通の人々が移住した結果とし

て生じた二次的な植物の交流に注目した。

オーストラリア，ニュージーランド，南アフ

リカに移住したヨーロッパ人に随伴した動植

物相は，永遠に，移住者のコロニー（定住地）

の景観を変え，クロスビーの言葉を借りれ

ば，コロニーを「新ヨーロッパ」へと一変さ
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せた1）。

しかしながら，大陸間の植物交流に関する

文献はコロンブス交流の間に起こったイン

フォーマルながら重要な移動を説明すること

ができていない。このような移動として，新

大陸の熱帯で生じ，熱帯アフリカから伝来し

た植物群が該当する。アフリカから伝来した

これらの植物群は，新大陸のプランテーショ

ン経済の食料耕地で最初に出現した。それら

の農作物が定着したのは，何百万もの奴隷ア

フリカ人と同じように，強制的にではあるが

移住させられた結果として生じたのである。

アフリカの主要食料が奴隷たちの南北アメリ

カへの移動に随伴したのである。多くは熱帯

作物で，そのなかにはヨーロッパ人には未知

の植える農法もあった。生存（自給）のため

にアフリカから持ち込まれた植物の栽培が始

まったことによって，奴隷たちは新大陸と旧

大陸の両熱帯の植物的遺産をひきあわせ，新

大陸のプランテーション社会の食物状況をア

フリカ風にした。

アフリカの植物が伝来したこととその定着

に奴隷が果たした役割を強調するとともに，

本稿は，コロンブス交流の 3つの仮説を検討

する。第一の仮説は，広く大陸間の植物移動

を議論する際にアフリカの植物が相対的に無

視されてきたことにかかわっている。第二の

点は，アフリカの作物のプランテーション経
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済への導入の説明において，ヨーロッパ人が

果たした役割にこれまでの文献が関心を集中

してきたことへの疑問である。第三の点は，

大陸間の作物移動の議論においてアフリカが

どのようにして周辺に追いやられるのかに関

する点である。拡大するヨーロッパ領土に随

伴する植物に関する議論では，生存の糧（自

給）について考察することはほとんどなされ

ていない。しかし，台頭する大西洋経済を支

えた食料が示すように，アフリカ大陸とアフ

リカの諸民族は，大洋を越える種の移動に

とって決してマージナルと言える程度の存在

ではない。

したがって，私は本稿の議論を 2つに分け

る。前半では，先史時代にインド洋を横切っ

てアジアに渡ったアフリカの植物を歴史的に

概観する。後半では，大西洋を横切ったアフ

リカの作物を特定し，その大洋を渡った伝播

にとって大西洋を越える奴隷貿易がいかに重

要であったか，そしてプランテーションの奴

隷労働者の果たした役割がアフリカ作物の定

着・確立にとっていかに不可欠に重要であっ

たのかに注目する。

Ⅱ．アフリカにおける農業のドメスティケー

ション（栽培化・飼育化）とモンスーン

交流

アフリカ人は，4000年以上以前に独自に農

業の栽培化過程を開始した（Tab. 1）。サハラ

以南のアフリカを縦断する多様な生態的状況

の中で，アフリカ人は 9つの穀類， 6つの根

栽作物， 5つの油脂（生産）植物，多くの野

菜・果実・堅果類， 6つの家畜用飼料作物を

栽培化した（Fig. 1）。とりわけ，アフリカイ

ネ，ソルガム（モロコシ），ミレット（粟黍

類），ヤムイモは，アフリカ大陸の食事の大

半にとって基本をなした。およそ3000年前，

アジアから料理用バナナが入ってきて，アフ

リカの食料品目はさらに多彩になった。その

1000年後，そのいとこ（近縁種）であるフ

Table 1　Selected Indigenous African Food Plants

Savanna Complex
Adansonia digitata L. Baobab
Brachiaria deflexa (Schumach.) C.E. Hubb. Ex Robyns Guinea millet
Ceratotheca sesamoides Endl. Leaves and seeds 
Citrullus lanatus (Thunn.) Matsum & Nakai Watermelon
Citrullus colocynthis (L.) Schrad. Bitter gourd
Corchorus olitorius L. Bush okra/jute mallow (green)
Cucumis melo L. Muskmelon
Digitaria exilis (Kippist) Stapf Fonio
Digitaria iburua Stapf Iburu/black fonio
Hibiscus cannabinus L. Kenaf
Hibiscus sabdariffa L. Roselle or sorrel
Lagenaria siceraria (Molina) Standl. Bottle gourd
Oryza glaberrima Steud. African rice
Parkia biglobosa (Jacq.) R. Br. Ex G. Don Locust bean
Pennisetum glaucum (L.) Bulrush or pearl millet
Polygala butyracea Heckel Black beniseed
Plectranthus esculentus N.E. Br. Dazo/Livingstone potato
Sesamum alatum Thonn. Sesame: mucilaginous leaves
Sesamum radiatum Schumach. & Thonn. Beniseed
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Solanum aethiopicum L. Guinea squash
Solanum incanum L. Bitter tomato
Solanum macrocarpon L. Nightshade
Solenostemon rotundifolius (Poir.) J.K. Morton Coleus/Sudan or Hausa potato
Sorghum bicolor (L.) Moench Sorghum/guinea corn
Vitellaria paradoxa C.F. Gaertn.            Karité or shea-butter tree
Xylopia aethiopica (Dunal) A. Rich    Guinea pepper

Humid Forest Complex 
Aframomum melegueta K. Schum. Malaguetta pepper
Abelmoschus esculentus L. Okra, gumbo
Amaranthus lividus L. Green amaranth
Blighia sapida K.D. Koenig Akee apple
Cajanus cajan (L.) Millsp. Pigeon pea
Celosia argentea L. Celosia
Coffea robusta Linden Coffee (robusta)
Cola acuminata (P. Beauv.) Schott & Endl. Kola nut
Cola nitida (Vent.) Schott & Endl. Kola nut
Cucumeropsis edulis (Hook. f.)  Cogn. Egusi melon
Dioscorea bulbifera L. Aerial potato yam
Dioscorea cayenensis Lam Yellow guinea yam 
Dioscorea dumetorum (Kunth) Pax Bitter/three-leaved yam
Dioscorea praehensilis Auct. P.P. Bush yam
Dioscorea rotundata Poir. White guinea yam
Elaeis guineensis Jacq. Oil palm
Gossypium herbaceum L. Cotton
Kerstingiella geocarpa Harms Kersting’s groundnut
Momordica charantia L.   Bitter melon/African cucumber 
Piper guineense Schumach & Thonn. Guinea pepper
Sphenostylis stenocarpa (Hochst. ex A. Rich.) Harms yam bean
Tamarindus indica L. Tamarind
Telfairia occidentalis Hook. f. Fluted pumpkin 
Vigna subterranea (L.) Verdc. Bambara groundnut 
Vigna unguiculata (L.) Walp. Cowpea/black-eyed pea    

Ethiopian/ East African Highlands Complex  
Avena abyssinica Hochst. Ethiopian oats
Catha edulis Forssk. Chat
Coccinia abyssinica (W. & A.) Cogn Anchote
Coffea arabica L. Coffee (arabica)
Eleusine coracana (L.) Gaertn. Finger millet
Ensete ventricosum (Welw.) Cheesman Enset
Eragrostis tef (Zucc.) Trotter Tef
Guizotia abyssinica (L.f.) Cass. Niger seed
Lablab purpureus (l.) Sweet Lablab or hyacinth bean      
Musa ensete J.F. Gmel. Ensete
Ricinus communis L. Castor bean

Sources: Blench 2006, 205; Harlan 1975, 71-72; MacNeish 1992, 298-318; Vaughan and Geissler 1999, 10, 26, 
38, 128, 174; Marshall and Hildebrand 2002, 123-124.
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ルーツバナナが，別のアジアの主要作物タロ

イモとともにアフリカにたどりついた。ポル

トガル人が15世紀末にアフリカ大陸を周回航

海したときまでに，アフリカ人は料理用バナ

ナやフルーツバナナについての専門的知識を

培っていたので，西－中央アフリカと東アフ

リカにそれぞれ，各根栽作物の多品種化の二

次的中心を成長させるに至っていた2）。

しかし，古代におけるアフリカのアジアと

の植物学的な交流は，ただ一方向だけになさ

れたのではない。アジアの根栽作物がアフリ

カ大陸にやってきたちょうどその時期に，ア

フリカの栽培植物群はインド洋を越えて輸送

され，同じようにアジアの食物体系を革新し

た。アフリカの主要食料のなかで移動したも

のとして顕著なものは，ソルガム，ミレッ

ト，ハトマメ，フジマメ，ササゲ，それに近

縁の｢アジアの｣長豆（Vigna unguiculata sub-

sp.sesquipedalis），オクラ，スイカ，タマリン

ド（ナツメヤシ），それにおそらくはゴマで

ある。それらの作物の移動にとってのインド

洋の重要性が確認され，ある歴史家は適切に

も，この時期の古代植物移動を「モンスーン

交流」と呼んでいる。千年紀以上も後のコロ

ンブス交流と対照的に，モンスーン交流は古

代インド洋の交易ルートに大西洋との新たな

関係をもたらした（Fig. 2）3）。

より早い時期のアフリカ作物のアジアとの

交流を無視したために，コロンブス交流学説

にはいくつかの偏見（視点の偏り）がもちこ

Fig. 1
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まれてしまっている。大陸間の植物の移動に

アフリカの植物種と諸民族が果たした貢献

は，全く調査されていないか，あまり重要で

ないものとして提示されているかである。古

代アジアの食事において重要となった主要食

料を栽培化することに（アフリカ）大陸の諸

民族が果たした役割については，言及されて

いない。また，これらの諸民族がアジアの作

物を主導的に取り入れたことや，新たな品種

の開発に情報を提供した専門的能力について

も言及されていない。その代りに，アフリカ

大陸の植物史はアフリカ大陸以外の人々の働

きによって彩られている。すなわち，まず，

アジアのサトウキビとアフリカのソルガムを

中世に地中海にもたらしたイスラム教徒

（Fig. 3），それから新大陸の作物を持ち込ん

だヨーロッパ人である4）。

コロンブス交流は新大陸とアジアの植物資

源を世界に拡大するのにヨーロッパ人が果た

した主導力を強調することによって，このア

プローチのよい例となっている。アフリカ

は，ある作物が当初栽培化された地域を強調

する際に全くその話のなかからぬけ落ちてし

まう。コロンブス交流説の視点は，植物学の

知識体系，大陸間の植物移動，作物の栽培実

験と採用の展開の点で，アフリカ大陸とその

諸民族が果たした非常に重要な仲介的役割を

小さくみている。コロンブス交流の文献は，

ヨーロッパ人がアジアの多くの主要食料－た

とえば料理用バナナと食用バナナ－に，アフ

リカにおいて最初に遭遇したことに注目でき

ておらず，大陸間の植物移動史においてアフ

リカ大陸とアフリカ人を周辺に追いやってい

る。

ヨーロッパ人による領土の植民地化と作物

の伝播の意味を過少に損なおうというのでは

ない。そうではなく，私の意図は，コロンブ

ス交流の文献が提供する以上に，近代初頭の

世界における植物交流についてもっと完全な

説明を提供することにある。ヨーロッパの商

業上および領土上の植民地にいる先住民族が

発展させた知識体系とその知識を集め，手に

入れ，移動したヨーロッパ人の努力との間の

複雑な関係は，他の場合にも見ることができ

る。ヨーロッパ人だけが大陸から大陸へ有用

な栽培植物（たとえば料理用バナナ）を移動

した行為者ではない。アフリカ人奴隷は，み

ずからの故郷から南北アメリカへの強制的な

Fig. 2

Fig. 3
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移住に際して，種子や根栽植物だけでなく，

それらを耕作し加工する知識体系をも運んだ

のである。

Ⅲ．アフリカの植物の南北アメリカへの伝

来：「奴隷によってもたらされた」作物

植民地の時代に自給のため奴隷が栽培した

食料についてのヨーロッパ人の説明が不足し

ているにもかかわらず，アフリカ人奴隷に

よって特定の作物が導入されたことが確かに

言えるはっきりした事例が 2～ 3個はある。

トマスジェファーソンは，「ゴマはニグロ

（黒人）によってアフリカからサウスカロラ

イナにもたらされ，ニグロだけがこれまでカ

ロライナ州とジョージア州で栽培してきた」

ことを主張しているが，これは，特定の植物

の導入を直接奴隷に拠ったプランテーション

社会の観察者の言葉をおうむがえしに述べた

ものである。大英博物館の創始者ハンス ＝ ス

ロウンが1680年代にジャマイカを訪問したと

き，彼は奴隷たちが栽培しているさまざまな

食用作物について解説した。そのなかには，

ミレット（黍・粟），ソルガム，彼にとって

目新しい食料たとえばオクラや「一番小さな

エンドウよりも小さい（黒い目がついた）白

エンドウ」が含まれていた。これはアフリカ

のササゲで，その特徴的な外観にちなんで，

イギリスの植民地では黒目豆（ブラックアイ

ピー）として知られるようになった。1741年

に書かれたジョン ＝ オールドミクソンのイギ

リス植民地の経済史は，ヤムイモもまた「ニ

グロによって海の向こうの彼方へもたらされ

た」ことを初期のファーストハンドの根拠を

引いて主張した5）。これらの食用植物はそれ

ぞれ熱帯アフリカの起源で，大半がそれ以前

にヨーロッパ人には未知であった。

大西洋の奴隷貿易の間に伝来したアフリカ

作物のリストには，大陸の栽培植物24種以上

が含まれる（Tab.2）。ヨーロッパ人は最初に

これらの作物の大半が奴隷の玄関先の前庭や

食料畑で育っているのを見た6）。最初のころ

のこれらの記録やアフリカの栽培作物が定着

したプランテーション社会の場所は，いくつ

かの興味をそそる問題を提起する。どのよう

にして作物群が当地に到着したのか。どのよ

うにその栽培が確立したのか。奴隷たちはそ

の耕作を自分たちで開始したのか。

私が今執筆している著書『記憶の種子：黒

人の大西洋におけるアフリカの植物学的遺

産』は，奴隷船の船長たちが捕えた人々のた

めの供給としてアフリカ社会から日常的に食

用作物を買っていた方法を文書で証明してい

る。文書記録は奴隷船に供給する食料貿易に

おいて現地のアフリカ作物が重要であること

を強調している。新大陸のトウモロコシも購

入された供給品のなかの特色ある品物である

が，アフリカの栽培植物も数多く存在した。

奴隷商人たちは日常的に自分たちの船に，古

代から熱帯アフリカで栽培されてきたソルガ

ム，ミレット，イネ，ヤムイモを，料理用バ

ナナとともに供給し，所蔵していた。奴隷船

においてアフリカの食事の主要食品が重要で

あることは，奴隷を運搬する際の自給主要食

の重要性を強く示している。しかし，アフリ

カからの伝来物資のことは，ヨーロッパから

持ち込まれたトウモロコシが16世紀アフリカ

に革命的な役割を果たしたことを最優先して

強調するコロンブス交流の文献には，ほとん

ど触れられていない。

奴隷船は，それに乗ってアフリカの諸民族

とアフリカ大陸の主要食料が新大陸のプラン

テーション社会に到着する輸送機関として役

立った。それらの大半の作物はプランテー

ション発達の初期の時代に定着した。16世紀

初頭，アフリカヤム（Dioscorea cayenensis）

は自給作物としてカリブ海一帯で広範に栽培

されていた。奴隷たちは，とりわけサトウキ

ビを栽培する島嶼地帯の半乾燥地域やもっと

乾燥するリーワード諸島（小アンティル諸島

北部）において，ソルガムとミレットを主要
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食料として植えた。ソルガムは，アフリカの

穀類がそこで生育するのをみつけた奴隷船の

船長が作成したフランス領ギアナの17世紀の

スケッチにおいても重要な位置を占めている

（Fig. 4）7）。イネは，ジャマイカ，サウスカロ

ライナ，ブラジル，ギアナ地帯のプランテー

ション経済初期における奴隷の食物耕地のな

かにあらわれる。穀物群を適切な栽培環境に

適合させるために，イネが生育する地域から

来た奴隷たちはサウスカロライナとブラジル

にアフリカの日常食の主要食物の栽培を開拓

した。彼らの努力によって農場主がイネをプ

ランテーションの輸出作物として採用する礎

となった。ブラジルの19世紀に描かれた絵画

のなかには，奴隷たちが稲藁で作られたレイ

ンコートを着ている様子を描いたものすらあ

る（Fig. 5）8）。

いまだはっきりわかっていない何らかの方

法で，初期植民地時代の奴隷たちはアフリカ

の日常の主要食料を手に入れた。奴隷航海の

最後にたまに残っている根栽作物や未製粉の

種子が，おそらく植える材料になったのであ

ろう。奴隷船は食料品店のようにアフリカの

日常食の主要食料を運んだ。同時に船倉はそ

れらの栽培や調理加工に長けた人々を抱えて

いた。このようにして，奴隷たちは自分たち

Table 2　African plant introductions in slave food gardens in early colonial period
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の菜園にアフリカ人の日常食で好まれる作物

を再定着させた。

古文書記録は，奴隷船の船長たちがしばし

ば殻つきのアフリカ穀物（イネ，ソルガム，

ミレット）を購入したことを示している。粗

い穀類は，より安い値段で売られしかもより

長持ちする。しかし消費するためには消化困

難な外皮を取り除くため航海の間じゅう製粉

を必要とした。アフリカで女性によってなさ

れたこの仕事は，どうやら奴隷船へとうけつ

がれた。少なくともある程度の奴隷航海で

は，奴隷の女性たちが殻のついた穀類の調理

加工の仕事につかされたことが，航海日誌簿

に記載されている9）。製粉加工は一枚の18世

紀オランダ絵画（1785年ころ）に描かれてい

て， 2人の女性の奴隷がおそらくはミレット

とおもわれる穀類を奴隷船 Fredensborg 号の

後甲板で搗いているのを示している

（Fig. 6）10）。 2人の女性は，アフリカ風に，

いっしょに， 2人とも杵を持ち，交互に穀物

が盛られた臼を搗く，穀類を製粉する様が描

かれている。図 6は，Fredensborg 号が殻つ

きの穀類を購入し，船が大西洋を渡る間に手

による加工を実行すべく捕虜の女性たちに

頼っていることを，視覚的に確証している。

しかしながら，船長たちが奴隷航海のため

に殻つきの穀類を購入した事実は，別の理由

にとっても重要である。大西洋横断で残った

未製粉の穀物群はすべて新たに植物を定着さ

せるための種として役立ったのである。この

ようにして，奴隷たちはこれまでと同様に，

アフリカの主要食料を得られたし，自給用

（生活の糧）としてその耕作を始めたのであ

る。スリナムからブラジル東部アマゾン地域

までの南米北東部一帯の孤立小村の逃亡奴隷

（maroons）の子孫の間で収集された口承の

歴史は，この解釈の正しさを支持する。これ

らの逃亡奴隷のコミュニティは，穀物の伝来

を奴隷航海で残った穀類に起源させる（さか

のぼらせる）。彼らの話は，イネのはじまり

を奴隷女性の祖先に帰する。その女性がせり

街で奴隷船へと売りに出された時に髪の毛の

中に穀物を隠したという。これらの種子をた

ずさえて，彼女はイネの栽培を新大陸に持ち

込んだのである11）。

自給用の畑で奴隷たちが栽培した食用作物

に関する初期の記事を検討すると，それまで

はプランテーション経営者が知らなかった多

Fig. 4 Fig. 5

Fig. 6
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くのアフリカ産栽培植物の存在が明らかにな

る。これらのアフリカから持ち込まれた植物

群は，―スロウンやジェファーソンや他の人

の記録が示すように―奴隷の自給用菜園にお

いて最初にヨーロッパ人の関心をひいた。プ

ランテーションが発展した時期には，食料は

しばしば供給が不足がちであった。プラン

テーション経営者たちは，奴隷たちに十分な

食料を供給する責任を破棄することで悪名高

かった。彼らは，奴隷たちに食料栽培のため

に独立した割当農地を与えることによって，

彼らが奴隷に充分な食事を提供しなければな

らない法律を出し抜こうとした。プランテー

ションの造成のために森林を拓き輸出商品の

栽培をする，骨の折れるような日々ののち，

奴隷たちは残った労力を基本的な栄養上の

ニーズを獲得することに捧げることを余儀な

くされた。もしそうしなければ栄養状態が悪

くなって餓死の危険すらあるので，彼らの選

択は容赦ないものだった12）。生存の糧（自

給）のための食料生産は，熱帯アメリカにお

いて，ヨーロッパ人にはほとんど未知の栽培

方法と作物を必要とした。

アフリカの作物の伝来は，新大陸の熱帯に

おける栽培にとって理想的に適していた。ヤ

ムイモや料理用バナナやタロイモなど新大陸

に持ち込まれたいくつかの根栽作物は，新大

陸のマニオクよりも好まれた。なぜなら消費

用に加工する際に追加的な労働を必要としな

かったからである。種子植えの他のアフリカ

作物は，それらの作物を個々の地域の生育条

件に適合させる際に奴隷の専門知識・技術に

依存した。時として，奴隷の食料用農地で奴

隷所有者がみつけた植物は，商品としての潜

在的可能性すらもっていた。イネ，黒目豆

（アフリカササゲ），ゴマなどはそのような例

だった。これら 3つの栽培植物はすべてその

後植民地時代の間に順次商品（作物）として

生産された13）。

奴隷たちは，玄関前庭の菜園や独立した食

料用農地を，新大陸と旧大陸の熱帯民族たち

が累積的に成し遂げてきた植物学的達成を実

験栽培するために用いた。奴隷たちがアフリ

カの日常食料の嗜好品栽培を開始した食料用

農地は，このようにして，熱帯アメリカの食

料（獲得）方法を形成する孵化場（練習場）

として役立った。プランテーション経済の合

間にあって，生存の糧（自給）に捧げられた

場所において，黒い大西洋の奪われた人達

は，独自の耕作体系を作りだした。その耕作

体系は，商品生産の耕作体系に変化を与え

た。これらの「放浪に追い立てられ権利を

失った人々の植物園」は，アフリカの栽培植

物の｢離散少数集団｣にとって足場を提供し

た。これらの植物菜園は植民地時代の植物交

流ネットワークの一部として議論されたり概

念化されることがこれまでほとんどなかっ

た。

活動する植物学者として，奴隷アフリカ人

たちは熱帯アメリカの農業体系を形成した。

旧大陸の熱帯の主要食料を定着させるのに奴

隷が果たした役割は，初期プランテーション

時代の記載の中で時に言及されることはある

が，コロンブス交流説で紹介されることはな

い。大陸の主要食料を定着させるのに果たし

たアフリカの役割のプロセスを，私たちはさ

らに別の方法で－すなわち，アフリカ人が新

大陸の植民地の言葉に持ち込んだ共通の名称

を検証することによって，確かめることがで

きる。多くのアフリカから持ち込まれた植物

種はアフリカの地名によって知られている。

地名に由来する名前は，たとえば，ポルトガ

ル語のサントメバナナ，キマメ（リュウキュ

ウマメ）に対する英語のアンゴラ豆ないしコ

ンゴ豆，あるいはフランス語のアンゴル豆の

ように，直接，西アフリカや中央アフリカの

主要な奴隷港に関連している。他の植物は，

記述語として，ヨーロッパ人が大西洋横断奴

隷輸送時代のアフリカ大陸につけた地理的ラ

ベル｢ギニア｣を冠している。英語だけでも，
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主たる伝来作物として，ソルガムを指すギニ

アコーン，ギニアカボチャ，ハイビスカスを

指すギニアカタバミ（ギニアツツジ），ギニ

アコショウ，ギニアグラス（ギニアキビ），

ギニアニワトリ（ホロホロチョウ）などがあ

る。ポルトガル人やスペイン人がヨーロッパ

の海外領土を拡大し始めたので，イベリア地

方の言語の例はもっと豊富にある。たとえ

ば，アフリカ起源の語バナナは，キューバ東

部，コロンビア，エルサルバドルの旧プラン

テーション地域ではギネオス guineos と呼ば

れている（Fig. 7）14）。そのような地理的記述

語は，歴史的に大西洋の奴隷貿易の時代の中

にアフリカからの伝来作物を位置づけるそれ

らの作物についての社会的記憶を表してい

る。

新大陸のプランネーション経済にアフリカ

大陸の主要食料を定着させるのにアフリカ人

奴隷が果たした非常に重要な役割は，それら

のアフリカでの名前が新大陸の植民地の言語

に名をとどめている食用作物を検証すること

によっても説明することができる。これらの

事例は，それらを栽培するにいたるのにアフ

リカ人の主導性が重要な意味をもったことを

明確に示している。この事例として，nname 

の名をもつヤムイモ，oko ないし（英語の 

gumbo がこれに由来する）quigombo の名を

もつオクラ，guandú の名をもつキマメ，

benne の名をもつゴマ，bissy の名をもつ

コーラナッツ，eddo の名をもつタロイモ，

dênde の名をもつパームオイルがある15）。旧

大陸熱帯地方のこれらの植物は熱帯アメリカ

に入植したプランテーション所有者には目新

しいものであり，奴隷たちが栽培していた食

料用菜園で発見されたものであった。それら

もまたヨーロッパ人が奴隷が持ち込んだと主

張した作物である。アフリカ人が持ち込んだ

これらの作物は，奴隷の料理人が調理した食

事を通じて，白人のプランテーション所有者

の食料品一覧に静かに浸透していった。アフ

リカの食料がプランテーション表に載ること

になったとき，奴隷所有者は奴隷たちがそれ

らに対して用いている名前を単に借用した。

このようにして，アフリカでの名前が新大陸

の植民地の言葉へと推移していったのであ

る。今日わたしたちはこれらの伝来作物をア

フリカからの離散集団の料理の成分（要素

群）をはっきりさせるものと考えている。し

かし，大西洋を横断する奴隷貿易の時代に

は，これらの作物は奴隷たちが集団で生き延

びるのに貢献した栄養上不可欠の補給物資を

供給したのである。

Ⅳ．結論

アフリカ大陸の食用作物の遺産は新大陸の

熱帯地方にプランテーションの奴隷制の初期

時代に到着した。これらの作物群は，生存の

糧（自給）を確立しそれらを新たな環境に適

応させるために奴隷たちが払った努力によっ

て，日常食の主要作物として広がっていくこ

とになった。アフリカから持ち込まれた作物Fig. 7
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群は，奴隷の食事に重要な貢献をし，さらに

アフリカ人の食事の好みを南北アメリカにお

いてある程度再構成することも可能にしたけ

れども，この植物交流が想像を絶する最も厳

しい状況下で起こったことは忘れてはならな

い。コロンブス交流の学説が語らないアフリ

カの植物の伝来は，同じ時代にヨーロッパ人

によって仲介された作物群とは別に，非常に

意義深い方法で確固と存在している。プラン

テーション労働者として細々とした生き方に

直面した奴隷たちの生き残りにその作物群は

貢献したのである。しかしながら，主要食物

としてそれらの作物が定着したのは，他のい

かなる南北アメリカ移住集団も直面すること

がなかった厳しい状況下においてのことで

あった。

奴隷たちはプランテーション経済の食料品

リストをアフリカナイズしたが，彼らは生存

の糧の（自給）畑を（クロスビーの言葉を借

りれば）新アフリカ化に変形する以上のこと

を成し遂げたのである。プランテーション経

済下での生存（生き残り）は，耕作に適した

作物を選択し，それらを奴隷所有者たちが食

料を植えるためにまさにとっておいた周辺的

な環境に適合させることができるかどうかに

かかっていた。奴隷たちは，ヨーロッパ人た

ちが従属させた新大陸と旧大陸の熱帯から来

た諸民族が累積的に成し遂げた植物学的諸成

果を礎にして，自らの生存（生き残り）を築

いた。アメリカインディアンの諸種族が16世

紀初頭に急速に減少して多くのカリブ海諸島

から姿を消したので，彼らが植物学上達成し

ていた諸成果は奴隷としてアメリカインディ

アンに着実にとって代わったアフリカ人たち

に受けつがれたのである。アフリカ人奴隷た

ちはこれらの結合された植物学的資源を利用

して，16世紀から18世紀にかけてのヨーロッ

パ人の世界的な領土拡大がもたらした状況を

生き延びるべく苦闘したのである。コロンブ

ス交流は，植物群の地理的起源と大洋間の伝

播にヨーロッパ人が果たした役割に焦点を当

てた。そのために，私たちは，大西洋を渡っ

た奴隷制，奴隷となったアフリカ人，旧大陸

の熱帯食用主作物の新大陸プランテーション

社会への移動などの重要性から注意をそらし

てしまった。世界の植物史における生存の糧

（自給）と食用作物の重要性を強調すること

によって，大陸間植物移動の議論におけるア

フリカの再定置（位置づけの見直し）が必要

なことがこうして明らかになった。このよう

にして，インド洋と大西洋の体系を過去数千

年紀にわたって橋渡ししようとするときに，

その諸民族，植物資源，知識体系の点におい

て，アフリカ大陸の中心性を理解することが

できるのである。
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〔訳注〕

 1） Columbian Exchange は，コロンブスのアメ
リカ大陸発見以降に展開したアメリカ大陸

の交易，つまりアメリカと他地域との物資

等の交換（相互移動・相互交流）を指す語で

ある。したがって「アメリカ交易」の訳語と

なる。しかし，別に America の語も本文中

に頻出するので，両者の弁別が困難になる。 
Columbian の語は Christopher Columbus にち
なんでできた語であり，著者カーニー自身

が冒頭に1492年を契機とした Columbian Ex-
change に言及していることも踏まえ，「コロ
ンブス交流」と訳す。


